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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
更
新
を
行
い
ま
す

　
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
９
月
　
日
３０

ま
で
で
す
。

　
　
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い

１０
被
保
険
者
証
は
、
９
月
に
簡
易
書

留
で
発
送
し
ま
す
。

【
窓
口
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
】

　
留
守
が
多
い
な
ど
郵
便
で
は
都

合
の
悪
い
方
に
は
、
窓
口
で
お
渡

し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
世
帯

主
ま
た
は
世
帯
主
の
委
任
を
受
け

た
同
世
帯
の
家
族
が
お
い
で
下
さ

い
。
※
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

は
、
①
現
在
使
用
中
の
保
険
証
②

印
鑑
③
世
帯
主
か
ら
の
委
任
状

（
家
族
の
場
合
）
で
す
。

申
８
月
　
日
ま
で
に
保
険
年
金
課

１９
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町
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今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
夏
を
健
康
で
乗
り
切
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢

者
の
お
宅
で
は
特
に
、
部
屋
の
温

度
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
家
の
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
も
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
４
月
か
ら
ア
サ

ガ
オ
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
ま
き
、
苗

作
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
 甲
  斐
 あ

か
 
い

庭
も
あ
り
、
ヒ
マ
ワ
リ
も
大
き
く

育
ち
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
ヒ
マ

ワ
リ
の
種
が
好
物
の
野
鳥
、
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
の
誘
致
作
戦
の
一
環
で

す
。
　
震
災
後
の
計
画
停
電
、
夏
の
電

力
 逼
  迫
 見
込
み
を
受
け
て
、
今
年

ひ
っ
 ぱ
く

は
、
市
民
協
働
に
よ
る
「
緑
の
カ

ー
テ
ン
」
づ
く
り
の
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
も
含
め
て
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
宅
で
「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
町
田
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
電

力
使
用
量
を
前
年
比
の
　
％
削
減

１５

を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
７
月
の
約
１
か
月
分
は
、
昨

年
に
比
べ
　
％
の
削
減
に
な
り
ま

２７

し
た
。
こ
れ
は
、
冷
温
水
発
生
機

２
台
の
う
ち
１
台
を
止
め
た
り
、

蛍
光
灯
の
４
分
の
１
を
間
引
い
た

り
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
同
様

の
効
果
を
狙
っ
て
遮
熱
フ
ィ
ル
ム

を
南
面
の
窓
に
貼
っ
た
り
し
た
こ

と
の
効
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
号
の
本
紙
特
集
号
と

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
町
田
市
の
こ

の
先
　
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

１０

と
な
る
「
町
田
市
基
本
計
画
」
＝

「（
仮
称
）
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
プ

ラ
ン
」
の
原
案
及
び
２
０
１
２
～

２
０
１
６
年
の
５
か
年
の
事
業
計

画
な
ど
を
ま
と
め
た
「
新
５
ヵ
年

計
画
」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）を
し
て
い

ま
す
。
９
月
９
日
ま
で
の
１
か
月

間
の
募
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

田
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

っ
て
か
、
７

月
に
な
っ
て

し
っ
か
り
し

た
「
緑
の
カ

ー
テ
ン
」
が

で
き
上
が
り

ま
し
た
。
写

真
の
我
が
家

は
借
家
で
す

が
、
小
さ
い

（
辺辺
７
２
４
・
２
１
２
４
）
へ
電

話
予
約
の
う
え
、
９
月
　
日
～
　

１６

２２

日
に
、
直
接
保
険
年
金
課
の
窓
口

（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）
へ
（
受

け
付
け
・
受
け
渡
し
時
間
＝
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
）。

３０

◇

問
保
険
年
金
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
４

追
加
募
集
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者

　
三
輪
緑
山
市
民
農
園
の
利
用
者

を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
案
内
は
農
業
振
興
課
、
市

民
相
談
室
、
三
輪
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
（
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）。

対
市
内
在
住
で
、
自
家
用
車
を
使

わ
ず
に
農
園
ま
で
来
る
こ
と
の
で

き
る
方
、
現
在
市
民
農
園
を
利
用

し
て
い
な
い
方

日
　
月
～
２
０
１
３
年
２
月
の
１

１０
年
５
か
月
間

場
三
輪
緑
山
市
民
農
園
（
　
㎡
、

３０

２
区
画
）

費
初
年
度
９
０
０
０
円
、
次
年
度

１
万
６
５
０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
世
帯
１
枚
）

に
住
所
・
氏
名
（
世
帯
主
名
）・

連
絡
先
を
明
記
し
、
８
月
　
日
ま

３１

で
（
消
印
有
効
）
に
農
業
振
興
課

（
〒
　
―
０
０
２
２
、
森
野
１
―

１９４
　
―
　
、
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６
）

３３

１０

へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
９
月
９

日
午
前
　
時
か
ら
、
市
役
所
森
野

１０

分
庁
舎
第
四
会
議
室
で
公
開
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

　
市
役
所
で
献
血
を
実
施
し
ま

す
。
輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が

発
達
し
た
現
在
で
も
、
血
液
を
作

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
長
期

間
の
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
継
続

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
８
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～

１９

１０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
３
時
　

１１

４５

４５

分場
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ
ロ

ア問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
７
２
４
・
１
１
８
７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
２
０
１
１

年
度
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
や
日

程
等
は
実
施
地
域
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
（
財
）
日

本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係
（
辺辺
　０３

・
３
２
１
６
・
５
５
２
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

対
戦
没
者
遺
児

場
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中

国
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ

諸
島
、
バ
シ
ー
海
峡

費
　
万
円

１０
申
電
話
で
東
京
都
遺
族
連
合
会

（
辺辺
　
・
３
８
１
２
・
１
７
９
６
）

０３
へ
。

問
町
田
市
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４

・
２
５
３
７
返
７
２
４
・
１
１
８

７
施
設
見
学
会

【
団
体
向
け
施
設
見
学
会
】

　
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
　
人
の
団
体

２０
時
間
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後

１０

３
時
ご
ろ

費
１
人
あ
た
り
７
８
０
円
（
昼
食

代
）

申
希
望
す
る
日
を
選
ん
で
、
８
月

　
日
ま
で
に
電
話
で
市
民
相
談
室

２２（
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
２
）
へ
。

※
申
し
込
み
が
重
な
っ
た
場
合

は
、
８
月
　
日
に
抽
選
し
、
結
果

２４

は
代
表
の
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

※
各
団
体
と
も
、
１
年
度
１
回
の

実
施
に
な
り
ま
す
。

【
個
人
参
加
向
け
施
設
見
学
会
】

対
市
内
在
住
の
方

日
９
月
１
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１０

午
後
３
時
　
分
３０

内
国
際
版
画
美
術
館
～
芹
ヶ
谷
公

園
～
考
古
資
料
室
～
薬
師
池
公
園

定
　
人
（
抽
選
、
結
果
は
８
月
　

２０

２２

日
に
発
送
）

費
１
２
８
０
円
（
国
際
版
画
美
術

館
の
観
覧
料
、
昼
食
代
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢

・
性
別
を
明
記
し
、
８
月
　
日
ま

１８

で
（
消
印
有
効
）
に
、
市
民
相
談

室
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

―
　
―
　
）
へ
。

２０

２３

※
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し
込
め
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
◇

問
市
民
相
談
室
（
広
聴
課
）
辺辺
７

２
４
・
２
１
０
２
返
７
２
４
・
５

１
１
１
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障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２
１
３
６

返
７
２
４
・
１
１
９
１

 　
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
８
月

で
年
度
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
７

月
ま
で
に
申
請
を
し
て
所
得
超
過

に
よ
り
却
下
と
な
っ
た
方
で
、
２

０
１
１
年
度
（
２
０
１
０
年
中
）

所
得
が
基
準
額
以
内
の
方
〔
表
１

参
照
〕
は
、
８
月
中
に
申
請
し
て

該
当
す
る
方
は
申
請
・
提
出

該
当
す
る
方
は
申
請
・
提
出
をを

心
身
障
害
者
福
祉
手

心
身
障
害
者
福
祉
手
当当

下
さ
い
。

　
２
０
１
１
年
度
所
得
が
所
得
基

準
額
を
超
え
る
方
に
は
、
別
途
通

知
し
ま
す
。

 　
重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
、
内
部
障
が
い
は

３
級
も
含
む
、
愛
の
手
帳
１
・
２

度
）
の
方
を
対
象
と
し
た
受
給
者

証
の
更
新
が
行
わ
れ
ま
す
（
所
得

制
限
額
を
超
え
る
方
〔
表
２
参

照
〕、　
歳
以
上
で
初
め
て
申
請

６５

す
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
で
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
）。

　
引
き
続
き
助
成
が
受
け
ら
れ
る

方
に
は
、
９
月
か
ら
の
新
し
い
受

給
者
証
を
８
月
下
旬
ご
ろ
お
送
り

更
新
し
ま

更
新
し
ま
すす

心
身
障
害
者
医
療
費

心
身
障
害
者
医
療
費
　

助
成
制

助
成
制
度度
碓碓障障 
受
給
者

受
給
者
証証

し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
基
準
を

超
え
る
等
で
受
給
資
格
の
無
く
な

る
方
に
は
、
資
格
消
滅
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
以
前
に
所
得
超
過
で
受

給
資
格
を
喪
失
し
た
方
も
、
所
得

〔
表
２
参
照
〕
に
よ
っ
て
再
び
該

当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
有
効
期

限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
障
が
い

福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

 　
現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
現
況
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
８
月

分
以
降
（
重
度
心
身
障
害
者
手
当

は
　
月
分
以
降
）
の
手
当
が
受
け

１１
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
既
に
現

況
届
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
期
日
ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経経

過
的
福
祉
手
当
・
重
度
心
身
障

過
的
福
祉
手
当
・
重
度
心
身
障
害害

者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へへ

現
況
届
の
提
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表１　心身障害者福祉手当の概要
所得限度額

２０１１年度（２０１０年中）所得対　象手当の種類
手当額

受給者本人所得扶養人数
３６０万４０００円未満０人　次の①～④のいずれかを満たす２０歳

以上６５歳未満の方　①身体障害者手帳
…１･２級　②愛の手帳…１～３度　
③脳性マヒ　④進行性筋萎縮症
※施設入所者、所得が一定額以上の方
は除きます。また、精神障害者保健福
祉手帳は対象になりません。

心身障害者
福祉手当

月額１万５５００円

３９８万４０００円未満１人
４３６万４０００円未満２人
４７４万４０００円未満３人
５１２万４０００円未満４人

以降、扶養人数１人につき
３８万円加算

基準額扶養親族等の数
３６０万４０００円０人
３９８万４０００円１人
４３６万４０００円２人
４７４万４０００円３人
５１２万４０００円４人
５５０万４０００円５人

※基準額を超える方は対象になりま
せん／２０歳未満の方は、国民健康保険
の世帯主、または社会保険の被保険者
の所得です／２０歳以上の方は、障がい
者ご本人の所得です。

表２　所得制限基準額
○適用期間
２０１１年９月１日～２０１２年８月３１日
○収入期間
２０１０年中収入（所得）

団体向け施設見学会日程表
見学施設期　日

鶴見川クリーンセンター～昼食～リサイクル文化セン
ター～薬師池公園９月１３日（火）

美術工芸館～大賀 藕  絲 館～昼食～ひなた村
ぐう し

９月２７日（火）

鶴見川クリーンセンター～昼食～リサイクル文化セン
ター～薬師池公園１０月４日（火）

美術工芸館～大賀藕絲館～昼食～博物館１０月１８日（火）

自由民権資料館～薬師池公園～昼食～町田市民文学館１１月８日（火）


